
(57)【要約】

【課題】本発明は、止血用具の中間層部位に配設したク

ラストによって、透過する血液を積極的に拡散させると

ともに、クラストよりも外側部位に配設した高分子吸収

材であるポリマーによって、血液の吸収能力を飛躍的に

向上させることを目的としている。

【解決手段】このため、創傷からの出血を吸収し止血す

る止血用具において、創傷側に位置する透水性内包材と

、創傷側から離間する外部に位置する不透水性外包材と

を有し、透水性内包材と不透水性外包材との間にパルプ

綿積層体を設け、パルプ綿積層体と不透水性外包材との

間には、透水性内包材及びパルプ綿積層体を通過した血

液を拡散させるクラストと、クラストによって拡散させ

た血液を吸収するポリマーとを積層して設けている。ま

た、上記の積層構造を有する止血用具において、パルプ

綿積層体の代わりに、合成繊維積層体を使用している。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る 止 血 用 具 に お い て 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包
材 と 、 前 記 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 と を 有 し 、 こ れ ら の 透 水 性
内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に パ ル プ 綿 積 層 体 を 設 け 、 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 と 前 記 不 透
水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 前 記 透 水 性 内 包 材 及 び パ ル プ 綿 積 層 体 を 通 過 し た 血 液 を 拡 散 さ せ
る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー と を 積 層 し て 設
け た こ と を 特 徴 と す る 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 透 水 性 内 包 材 は 、 透 水 性 フ ィ ル ム や 人 工 皮 膚 、 ま た は 縫 合 材 か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ク ラ ス ト は 、 ２ 枚 の 紙 製 の 皮 層 間 に パ ル プ 綿 積 層 体 を 介 在 さ せ て 形 成 し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 止 血 用 具 は 、 透 水 性 内 包 材 か ら 不 透 水 性 外 包 材 ま で 積 層 し て 形 成 し た 際 に 、 任 意 の
形 状 に 切 り 取 り 可 能 な 切 り 取 り 線 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 血 液 拡 散
機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ク ラ ス ト は 、 ２ 枚 の 紙 製 の 皮 層 間 に 介 在 さ せ た パ ル プ 綿 積 層 体 内 の 少 な く と も 一 部
に 炭 粉 を 敷 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有
す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 透 水 性 内 包 材 を 透 水 性 フ ィ ル ム と し た 際 に 、 こ の 透 水 性 フ ィ ル ム を 、 創 傷 側 か ら の
血 液 の 通 過 を 許 容 す る と と も に 、 外 部 か ら の 水 分 の 通 過 を 遮 断 す る 半 透 膜 構 造 と し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ポ リ マ ー は 、 シ ー ト 状 部 材 か ら な る と と も に 、 こ の シ ー ト 状 部 材 に 貫 通 部 を 形 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 貫 通 部 は 、 シ ー ト 状 部 材 の ポ リ マ ー を 貫 通 す る 複 数 個 の 貫 通 孔 部 か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 貫 通 孔 部 は 、 同 径 の 円 形 状 孔 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 血 液 拡
散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 貫 通 孔 部 は 、 異 径 の 円 形 状 孔 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 血 液 拡
散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 貫 通 孔 部 は 、 円 形 状 以 外 の 多 角 形 孔 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の
血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 貫 通 部 は 、 シ ー ト 状 部 材 の ポ リ マ ー の 外 周 部 位 か ら 離 間 す る 中 心 部 位 に 集 中 的 に 設
け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血
用 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 貫 通 部 は 、 シ ー ト 状 部 材 の ポ リ マ ー の 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 血 液
を 吸 収 し た 際 に 拡 張 可 能 な 貫 通 切 り 込 み 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 血
液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る 止 血 用 具 に お い て 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包
材 と 、 前 記 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 と を 有 し 、 こ れ ら の 透 水 性
内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に 合 成 繊 維 積 層 体 を 設 け 、 こ の 合 成 繊 維 積 層 体 と 前 記 不 透
水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 前 記 透 水 性 内 包 材 及 び 合 成 繊 維 積 層 体 を 通 過 し た 血 液 を 拡 散 さ せ
る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー と を 積 層 し て 設
け た こ と を 特 徴 と す る 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 に 係 り 、 特 に 止 血 用 具 の 中
間 層 部 位 に 配 設 し た ク ラ ス ト に よ っ て 、 透 過 す る 血 液 を 積 極 的 に 拡 散 さ せ る と と も に 、 ク
ラ ス ト よ り も 外 側 部 位 に 配 設 し た 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー に よ っ て 、 血 液 の 吸 収 能 力
を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 状 に お い て は 、 創 傷 か ら の 出 血 量 に 応 じ て 種 々 の 止 血 用 具 が 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 創
傷 か ら の 出 血 が 少 量 の 場 合 に は 、 包 袋 や ガ ー ゼ 、 絆 創 膏 等 が 使 用 さ れ る 。 し か し 、 創 傷 か
ら の 出 血 が 多 量 の 場 合 に は 、 上 述 し た 包 袋 や ガ ー ゼ 、 絆 創 膏 等 で は 対 応 す る こ と が で き な
い た め 、 一 般 的 に は 応 急 手 当 用 の 止 血 帯 や 三 角 巾 等 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 交 通 機 関 の 発 達 に 伴 い 、 交 通 事 故 、 特 に 自 動 車 事 故 や 電 車 事 故 が 多 発 し て い る 傾
向 に あ る と と も に 、 近 年 、 関 西 に お い て 大 規 模 な 震 災 が 発 生 し た 経 緯 も あ り 、 不 幸 に も 、
こ れ ら の 事 故 や 災 害 に 遭 遇 し て し ま い 、 創 傷 か ら の 出 血 が 多 量 と な る 場 合 が 多 々 生 ず る 状
況 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ３ － ２ ３ １ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 止 血 用 具 に お い て 、 創 傷 か ら の 出 血 が 多 量 の 場 合 に 使 用 さ れ る 応 急 手
当 用 の 止 血 帯 や 三 角 巾 等 は 、 使 用 す る 際 に 相 応 の 医 学 的 知 識 や 訓 練 が 必 要 で あ る と と も に
、 一 時 的 な 応 急 処 置 と し て 止 血 の み を 行 う た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 止 血 し た 後 に 創 傷 を 治 癒 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 止 血 用 具 と し て は 、 上 述 の 特 許
文 献 １ に 開 示 さ れ る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る も の は 、 血 液 を 吸 収 す る 一 方 の パ ル プ 綿 積 集 体 や 血 液 中 の
血 清 を 拡 散 さ せ て 吸 収 す る 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 、 粉 末 状 止 血 剤 、 傷 口 を 塞 ぎ 止 血
を 達 成 す る 瘡 等 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 開 示 し た も の に お い て は 、 一 方 の パ ル プ 綿 積 集 体 に よ り 血 液 を 吸
収 し た 際 に 、 中 心 部 位 に 血 塊 が 形 成 さ れ る と と も に 、 こ の 血 塊 の 周 辺 部 位 に 血 液 の 過 飽 和
部 が 形 成 さ れ 、 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 に 血 液 中 の 血 清 の み を 吸 収 さ せ て い る が 、 皮
層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 に お け る 血 清 の 吸 収 状 態 は 血 塊 の 形 成 部 位 近 傍 に 集 中 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 つ ま り 、 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 に お い て 、 血 清 が 十 分 に 拡 散 さ れ な い 状 態 の ま ま
で パ ル プ 綿 積 集 体 に 吸 収 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 こ の 結 果 、 出 血 が 多 量 な 場 合 に は 、 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 の 拡 散 能 力 及 び 吸 収 能
力 を 十 分 に 発 揮 さ せ る こ と が で き な い た め 、 血 塊 の 形 成 部 位 近 傍 に 血 清 が 滞 留 し て し ま う
と い う 不 都 合 が あ り 、 万 一 、 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 に 外 圧 が 加 わ っ た 際 に は 、 滞 留
し て い た 血 清 が 血 塊 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が あ り 、 改 善 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 特 許 文 献 １ に 開 示 し た も の に お い て は 、 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 に 血 清 を 吸
収 さ せ る 構 成 と し て い る が 、 皮 層 を 有 す る パ ル プ 綿 積 集 体 の 本 来 有 し て い る 拡 散 能 力 及 び
吸 収 能 力 を 単 に 利 用 し た に す ぎ な い も の で あ る た め 、 積 極 的 に 血 清 を 拡 散 さ せ る 方 策 が 何
ら 開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 よ っ て 、 こ の 発 明 に お い て は 、 止 血 用 具 の 中 間 層 部 位 に ク ラ ス ト を 配 設 し て 血 液 の 拡 散
を 積 極 的 に 図 る と と も に 、 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー に よ っ て 血 液 の 吸 収 能 力 を 向 上 さ
せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 上 述 不 都 合 を 除 去 す る た め に 、 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る
止 血 用 具 に お い て 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 と 、 前 記 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部
に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 と を 有 し 、 こ れ ら の 透 水 性 内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に パ
ル プ 綿 積 層 体 を 設 け 、 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 と 前 記 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 前 記 透 水 性
内 包 材 及 び パ ル プ 綿 積 層 体 を 通 過 し た 血 液 を 拡 散 さ せ る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ
て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー と を 積 層 し て 設 け た と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る 止 血 用 具 に お い て 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水
性 内 包 材 と 、 前 記 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 と を 有 し 、 こ れ ら の
透 水 性 内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に 合 成 繊 維 積 層 体 を 設 け 、 こ の 合 成 繊 維 積 層 体 と 前
記 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 前 記 透 水 性 内 包 材 及 び 合 成 繊 維 積 層 体 を 通 過 し た 血 液 を 拡
散 さ せ る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー と を 積 層
し て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た 如 く こ の 本 発 明 に よ れ ば 、 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る 止 血 用
具 に お い て 、 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 と 、 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部 に 位 置 す る 不 透
水 性 外 包 材 と を 有 し 、 透 水 性 内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に パ ル プ 綿 積 層 体 を 設 け 、 パ
ル プ 綿 積 層 体 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 透 水 性 内 包 材 及 び パ ル プ 綿 積 層 体 を 通 過 し た
血 液 を 拡 散 さ せ る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー
と を 積 層 し て 設 け た の で 、 止 血 用 具 の 中 間 層 部 位 に 配 設 し た ク ラ ス ト に よ っ て 、 透 過 す る
血 液 を 積 極 的 に 拡 散 さ せ る こ と が で き 、 止 血 用 具 全 域 の 吸 収 能 力 を 十 分 に 発 揮 さ せ る こ と
が で き る と と も に 、 前 記 ク ラ ス ト よ り も 外 側 部 位 に 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー を 配 設 し
た こ と に よ り 、 こ の ポ リ マ ー に よ っ て 、 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き
、 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー が 血 液 を 吸 収 し て 膨 潤 し 、 ゲ ル 化 す る こ と に よ り 、 た と え 外 部 に 位
置 す る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー に 吸 収 さ れ た 血 液 が 前 記 創 傷 側 に 位
置 す る 透 水 性 内 包 材 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪 影 響 を 与 え る
こ と が な く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る 止 血 用 具 に お い て 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水
性 内 包 材 と 、 前 記 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 と を 有 し 、 こ れ ら の
透 水 性 内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に 合 成 繊 維 積 層 体 を 設 け 、 こ の 合 成 繊 維 積 層 体 と 前
記 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 前 記 透 水 性 内 包 材 及 び 合 成 繊 維 積 層 体 を 通 過 し た 血 液 を 拡
散 さ せ る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー と を 積 層
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し て 設 け た の で 、 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー に よ っ て 、 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上
さ せ る こ と が で き る と と も に 、 前 記 止 血 用 具 に 前 記 合 成 繊 維 積 層 体 を 使 用 す る こ と に よ っ
て 、 血 液 中 の 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぐ た め の 血 塊 や 赤 血 球 分 の 流 れ を 阻 止 し 、 そ れ
以 外 の 成 分 （ 血 清 等 ） の 流 れ を 許 容 す る こ と が 可 能 と な り 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞
ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 る 。 更 に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 の 代 わ り に 、 合 成 繊 維 積 層 体 を 使 用
す る こ と に よ り 、 合 成 繊 維 積 層 体 の 表 面 の 滑 ら か さ に よ っ て 、 血 塊 近 傍 に 血 清 が 滞 留 す る
と い う 不 都 合 を 回 避 し 得 る と と も に 、 万 一 、 血 塊 近 傍 で 血 清 が 滞 留 し て い る 状 態 に お い て
、 止 血 用 具 に 外 圧 が 加 わ っ た と し て も 、 パ ル プ 綿 積 層 体 よ り も 高 い 弾 性 能 力 を 有 す る 合 成
繊 維 積 層 体 に よ っ て 、 滞 留 す る 血 清 を ポ リ マ ー 側 に 流 す こ と が で き 、 滞 留 し て い た 血 清 が
血 塊 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る と い う 不 都 合 を も 回 避 し 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 の 如 く 発 明 し た こ と に よ り 、 止 血 用 具 を 創 傷 に 貼 り 付 け る と 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、
透 水 性 内 包 材 及 び パ ル プ 綿 積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 至 り 、 こ の ク ラ ス ト 内 部 で
透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ れ 、 ク ラ ス ト に よ り 拡 散 さ
れ た 血 液 は 、 ポ リ マ ー に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー が 膨 潤 し
て ゲ ル 化 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 止 血 用 具 を 創 傷 に 貼 り 付 け る と 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 透 水 性 内 包 材 及 び 合 成 繊 維
積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 至 り 、 こ の ク ラ ス ト 内 部 で 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交
す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ れ 、 ク ラ ス ト に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 ポ リ マ ー に 至
る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー が 膨 潤 し て ゲ ル 化 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 図 面 に 基 づ い て こ の 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は こ の 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 図 １ に お い て 、 ２ は 血 液 拡 散
機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 止 血 用 具 ２ は 、 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る た め に 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 止 血 用 具 ２ は 、 内 側 、 つ ま り 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 ４ と 、
外 側 、 つ ま り 、 創 傷 か ら も っ と も 離 間 し た 側 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ ら の 透 水 性 内 包 材 ４ と 不 透 水 性 外 包 材 ６ と の 間 に は 、 例 え ば 図 １ に 示 す 如 く 、 透 水
性 内 包 材 ４ 側 に 位 置 す る 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 ８ を 設 け る と と も に 、 前 記 不 透 水 性 外 包 材 ６
側 に 位 置 す る 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ を 設 け 、 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 ８ 、 １
０ 間 に は 、 前 記 透 水 性 内 包 材 ４ 及 び 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 ８ を 通 過 し た 血 液 を 拡 散 さ せ る ク
ラ ス ト １ ２ と 、 こ の ク ラ ス ト １ ２ に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー １ ４ と を 設
け る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 記 の 止 血 用 具 ２ の 構 成 、 特 に 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ と ポ リ マ ー １ ４ と の 構 成
に お い て は 、 夫 々 別 体 に 形 成 し 、 単 に 積 層 す る 構 成 と し た が 、 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ と
ポ リ マ ー １ ４ と を 一 体 的 形 成 す る 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 不 透 水 性 外 包 材 ６ 側 に 位 置 す る 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ は 、 血 液 を 吸 収 し た 際 に 前
記 ポ リ マ ー １ ４ が 膨 潤 し て ゲ ル 化 し た 後 の 外 力 か ら の 保 護 や ポ リ マ ー １ ４ の 保 持 を 向 上 さ
せ る た め に 設 け ら れ る も の で あ る た め 、 上 記 の 能 力 が 他 の 部 材 、 例 え ば ク ラ ス ト １ ２ や 不
透 水 性 外 包 材 ６ 等 の も の に 付 加 さ れ て い る 場 合 に は 、 前 記 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ を 使 用
し な い 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 詳 述 す れ ば 、 前 記 透 水 性 内 包 材 ４ は 、 透 水 性 を 有 す る 部 材 で あ れ ば よ く 、 透 水 性 フ ィ ル
ム や 不 織 布 等 が 考 え ら れ る が 、 こ の 第 １ 実 施 例 に お い て は 、 例 え ば 透 水 性 フ ィ ル ム か ら な
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 不 透 水 性 外 包 材 ６ は 、 不 透 水 性 を 有 す る 部 材 と し て 、 不 透 水 性 フ ィ ル ム や 耐
水 性 紙 等 が 考 え ら れ る が 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お い て は 、 例 え ば ビ ニ ル シ ー ト 等 の シ
ー ト 部 材 に て 形 成 し た 不 透 水 性 フ ィ ル ム か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 ８ 及 び 前 記 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ は 、 パ ル プ 綿 を 主 材 料 と す
る 。 こ の パ ル プ 綿 は 、 短 繊 維 の 集 塊 状 態 で あ り 、 短 繊 維 同 士 は 実 質 的 に 絡 み 合 い が な く 、
非 常 に 脆 く 、 崩 壊 し 易 い 性 質 が あ る 。 よ っ て 、 絡 み 合 い の な い パ ル プ 綿 を 積 層 し 、 引 き 締
め る 等 し て 緻 密 に し て 好 ま し い 厚 み と し 、 前 記 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 ８ 及 び 前 記 第 ２ パ ル プ
綿 積 層 体 １ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 ク ラ ス ト １ ２ は 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 ２ 枚 の 紙 製 の 皮 層 、 つ ま り 前 記 透 水 性 内 包 材 ４
側 で あ る 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 １ ６ 及 び 前 記 不 透 水 性 外 包 材 ６ 側 で あ る 外 側 に 位 置 す る
第 ２ 皮 層 １ ８ と 、 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ 皮 層 １ ６ 、 １ ８ 間 に 介 在 さ せ た パ ル プ 綿 積 層 体 ２ ０
と に よ り 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 述 し た 第 １ 、 第 ２ 皮 層 １ ６ 、 １ ８ は 、 透 水 性 や パ ル プ 綿 積 層 体 ２ ０ の 形 状 維 持
能 力 等 を 有 す る も の で あ れ ば よ い た め 、 紙 製 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 透 水 性 フ ィ ル ム
や 不 織 布 等 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 パ ル プ 綿 積 層 体 ２ ０ は 、 適 量 加 水 し た 後 に 加 圧 し 、 乾 燥 さ せ て そ の 繊 維 間 に 科 学 的
結 合 を も た ら し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー １ ４ は 、 粒 状 あ る い は 粉 状 の も の を シ ー ト 状 に 固 形 化 さ せ て 形 成 し
た 高 分 子 吸 収 剤 か ら な り 、 親 水 性 が 強 く 、 自 重 に 対 し て ６ ０ 倍 も の 液 体 を 吸 収 す る 能 力 が
あ る と と も に 、 吸 収 し た 液 体 を 抱 え 込 み 、 膨 潤 し て ゲ ル 化 す る と い う 特 性 を も 有 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ に 示 す 如 く 、 前 記 創 傷 側 か ら 、 透 水 性 内 包 材 ４ と 、 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 ８
と 、 ク ラ ス ト １ ２ と 、 ポ リ マ ー １ ４ と 、 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 １ ０ と 、 不 透 水 性 外 包 材 ６ と
を 順 次 積 層 し 、 前 記 透 水 性 内 包 材 ４ と 前 記 不 透 水 性 外 包 材 ６ と の 外 周 部 位 を シ ー ト ヒ ー ル
等 の 接 着 方 策 に よ っ て 接 着 し 、 前 記 止 血 用 具 ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 参 考 ま で に 記 載 す る と 、 血 液 の 組 成 は 、 ５ ５ ％ の 血 漿 成 分 と ４ ５ ％ の 血 球 成 分 と か ら な
り 、 血 液 の 凝 固 を 起 こ さ せ る 物 質 は 、 血 漿 成 分 中 の 線 繊 維 と 血 球 成 分 で あ る た め 、 血 漿 成
分 中 の 線 繊 維 以 外 の 血 清 （ 水 分 ） は 凝 固 段 階 に は 無 用 の 存 在 と な る 。 つ ま り 、 血 清 は 凝 固
傾 向 に 何 ら 関 与 せ ず 、 む し ろ 凝 固 を 妨 げ る と い う 悪 影 響 を 及 ぼ す た め 、 血 漿 成 分 中 の 線 繊
維 を 残 し て 血 清 を よ り 速 や か に 除 去 し 、 凝 固 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 よ っ て 、 こ の 発 明 に お い て 、 「 血 液 を 吸 収 す る 」 と 記 載 し た 場 合 に は 、 「 血 液 の 血 漿 成
分 中 の 血 清 （ 水 分 ） を 吸 収 す る 」 と 換 言 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 血 液 は 、 凝 固 す る 血 餅 と 凝 固 し な い 血 清 と に 分 け る こ と も で き る 。 つ ま り 、 血 餅
は 、 血 液 が 凝 固 し て で き る 暗 赤 色 ・ 餅 （ も ち ） 状 の 凝 塊 で あ り 、 フ イ ブ リ ン の 細 か い 網 に
赤 血 球 ・ 白 血 球 ・ 血 小 板 が 絡 ま っ て で き る も の で あ る 。 ま た 、 前 記 血 清 は 、 血 液 を 容 器 に
取 っ て 放 置 し た と き に 、 細 胞 成 分 と 凝 固 成 分 が 除 か れ て で き る 上 澄 み で あ り 、 淡 黄 色 透 明
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の 液 体 で 、 免 疫 抗 体 や 各 種 の 栄 養 素 ・ 老 廃 物 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 本 願 の 止 血 用 具 ２ は 、 血 液 を 凝 固 す る 成 分 と 不 凝 固 成 分 と を 分 離 さ せ 、 創 傷 に
血 餅 を 置 い て き て 、 血 清 （ 「 凝 固 さ せ な い 水 分 」 と も 換 言 で き る 。 ） を い ち 早 く ク ラ ス ト
１ ２ に よ り 吸 収 拡 散 さ せ る 狙 い が あ り 、 創 傷 部 分 に い ち 早 く 血 餅 の で き る 状 態 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 止 血 用 具 ２ を 使 用 す る 際 に は 、 創 傷 部 分 が 止 血 用 具 ２ の 透 水 性 内 包 材 ４ の 中 央 部 分
に 位 置 す る よ う に 、 止 血 用 具 ２ を 創 傷 に 貼 り 付 け る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 図 １ に 矢 印 で 示 す 如 く 、 透 水 性 内 包 材 ４ 及 び 第 １ パ ル プ
綿 積 層 体 ８ を 透 過 し て ク ラ ス ト １ ２ の 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 １ ６ に 至 り 、 こ の 第 １ 皮 層
１ ６ を 透 過 し た 後 に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 ２ ０ に よ り 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ
ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 ２ ０ に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 第 ２ 皮 層 １ ８ を 透 過 し た 後 に 前 記 ポ
リ マ ー １ ４ に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー １ ４ に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー １ ４ が 膨 潤 し て
ゲ ル 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 止 血 用 具 ２ の 中 間 層 部 位 に 配 設 し た ク ラ ス ト １ ２ に よ っ て 、 透 過 す る
血 液 を 積 極 的 に 拡 散 さ せ る こ と が で き 、 止 血 用 具 ２ の 広 い 領 域 を 使 用 し て 吸 収 能 力 を 十 分
に 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ク ラ ス ト １ ２ よ り も 外 側 部 位 に 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー １ ４ を 配 設 し た
こ と に よ り 、 こ の ポ リ マ ー １ ４ に よ っ て 、 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー １ ４ が 血 液 を 吸 収 し て 膨 潤 し 、 ゲ ル 化 す る こ と に よ り 、 た と え 外 部
に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 ６ に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー １ ４ に 吸 収 さ れ た 血 液 が 前 記
創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 ４ 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪
影 響 を 与 え る こ と が な く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実
用 上 有 利 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 第 ２ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 と し て 、 人 工 皮
膚 、 ま た は 縫 合 材 を 使 用 し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 す な わ ち 、 前 記 止 血 用 具 を 創 傷 に 貼 り 付 け た 後 に 、 人 工 皮 膚 、 ま た は 縫 合 を 行 う た め の
材 料 で あ る 縫 合 材 を 使 用 し た 透 水 性 内 包 材 を 瘡 の 形 成 に 寄 与 さ せ 、 瘡 の 形 成 後 に は 、 こ の
透 水 性 内 包 材 の み を 創 傷 側 に 残 し た 状 態 で 止 血 用 具 の 排 除 を 可 能 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 般 に 、 創 傷 が 大 な る 寸 法 の 場 合 に は 、 瘡 が 形 成 さ れ な い お そ れ が あ る と と も に 、 た と
え 瘡 が 形 成 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 瘡 の 形 成 に 大 な る 時 間 を 要 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 よ っ て 、 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る 方 策 と し て 、 前 記 止 血 用 具 の 透 水 性 内 包 材 を 瘡 の
形 成 の 際 の 少 な く と も 一 部 と し て 機 能 さ せ る こ と に よ り 、 瘡 の 形 成 を 迅 速 化 し 、 瘡 に よ っ
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て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を よ り 一 層 早 急 に 達 成 し 得 る も の で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ は こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の 第 ３ 実 施 例 に お い て 、 上 述 第 １ 実
施 例 の も の と 同 一 機 能 を 果 た す 箇 所 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 第 ３ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 前 記 止 血 用 具 ２ に 切 り 取 り 可 能 な 切 り 取 り 線 ２
２ を 形 成 し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 す な わ ち 、 前 記 透 水 性 内 包 材 か ら 不 透 水 性 外 包 材 ま で 積 層 し て 止 血 用 具 ２ を 形 成 し た 際
に 、 こ の 止 血 用 具 ２ を 任 意 の 形 状 に 切 り 取 り 可 能 と す る た め に 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 例 え ば
円 形 状 に 切 り 取 り 線 ２ ２ を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の と き 、 前 記 切 り 取 り 線 ２ ２ に よ っ て 前 記 止 血 用 具 ２ を 円 形 状 と す る 際 に 、 切 り 取 り
線 ２ ２ 部 位 か ら 止 血 用 具 ２ の 積 層 状 態 が 解 消 さ れ る の を 防 止 す る た め に 、 例 え ば 前 記 切 り
取 り 線 ２ ２ を シ ー ト ヒ ー ル 等 の 接 着 方 策 を 併 用 し て 形 成 す る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 に 止 血 用 具 ２ を 貼 り 付 け る 際 に は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 止 血 用 具 ２ に 形 成
さ れ た 円 形 状 の 切 り 取 り 線 ２ ２ の 中 心 部 位 に 創 傷 が 位 置 す る よ う に 貼 り 付 け 、 止 血 用 具 ２
に 創 傷 を 貼 り 付 け た 後 に 、 切 り 取 り 線 ２ ２ に よ り 区 画 さ れ る ２ つ の 部 位 ２ ａ 及 び ２ ｂ に お
い て 、 こ の 切 り 取 り 線 ２ ２ の 内 周 に 位 置 す る 円 形 状 の 切 り 残 し 止 血 用 具 ２ ａ に 対 し て 、 切
り 取 り 線 ２ ２ の 外 周 に 位 置 す る 、 つ ま り 創 傷 か ら 離 間 す る 部 位 の 止 血 用 具 ２ ｂ を 切 り 取 り
、 創 傷 に 切 り 取 り 線 ２ ２ に よ っ て 残 さ れ た 円 形 状 の 切 り 残 し 止 血 用 具 ２ ａ の み を 貼 り 付 け
得 る こ と に よ り 、 止 血 用 具 ２ を 無 駄 な く 効 率 良 く 使 用 す る こ と が で き 、 経 済 的 に 有 利 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 前 記 止 血 用 具 に 複 数 個 の マ ス 目 形 状 を 現 出 さ せ る 切 り 取 り 線 を 形 成 す る 構 成 と す
れ ば 、 創 傷 の 大 き さ に 応 じ て 使 用 す る マ ス 目 の 個 数 を 増 減 さ せ れ ば よ く 、 止 血 用 具 を よ り
一 層 無 駄 な く 効 率 良 く 使 用 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 、 前 記 切 り 取 り 線 ２ ２ を シ ー ト ヒ ー ル 等 の 接 着 方 策 を 併 用 し た 構 成 と す る こ と に よ
り 、 切 り 取 り 線 ２ ２ 部 位 か ら 前 記 止 血 用 具 ２ の 積 層 状 態 が 解 消 さ れ る の を 防 止 す る こ と が
で き る と と も に 、 切 り 取 り 線 ２ ２ 部 位 か ら 血 液 が 漏 れ 出 す の を 防 止 す る こ と も 可 能 と な り
、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 第 ４ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 前 記 ク ラ ス ト ３ ２ の 第 １ 、 第 ２ 皮 層 ３ ４ － １ 、
３ ４ － ２ 間 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ 内 の 少 な く と も 一 部 に 炭 粉 ３ ８ を 敷 設 す る 構 成
と し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 す な わ ち 、 ２ 枚 の 紙 製 の 第 １ 、 第 ２ 皮 層 ３ ４ － １ 、 ３ ４ － ２ と 、 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ 皮
層 ３ ４ － １ 、 ３ ４ － ２ 間 に 介 在 さ せ た パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ と に よ っ て 前 記 ク ラ ス ト ３ ２ を
形 成 す る 際 に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ 内 の 少 な く と も 一 部 、 つ ま り 前 記 パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６
内 の 全 域 に 均 一 に 炭 粉 ３ ８ を 敷 設 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 例 え ば 図 ４ に 示 す 如 く 、 パ ル
プ 綿 積 層 体 ３ ６ の 外 周 部 位 近 傍 に 炭 粉 ３ ８ を 敷 設 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ す れ ば 、 前 記 ク ラ ス ト ３ ２ の パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ 内 の 少 な く と も 一 部 に 敷 設 し た 炭 粉
３ ８ に よ っ て 、 吸 収 後 に 拡 散 さ れ て パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ の 外 周 部 位 近 傍 に 到 達 し た 血 液 の
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異 臭 等 が 外 部 に 排 出 さ れ る の を 遮 断 で き 、 血 液 の 消 臭 ・ 防 菌 を 果 た す こ と が で き る と と も
に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 を 期 待 す る こ と も で き 、 体 に 優 し い 止 血 用 具 の 実 現 に 寄 与 し 得 る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 前 記 炭 粉 ３ ８ を 敷 設 す る 際 に 、 ク ラ ス ト ３ ２ の 第 １ 、 第 ２ 皮 層 ３ ４ － １ 、 ３ ４ －
２ 間 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ 内 に 敷 設 す る 場 合 の み で な く 、 ク ラ ス ト の 外 部 に 位 置
す る パ ル プ 綿 積 層 体 に 炭 粉 を 敷 設 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 更 に 、 こ の 第 ４ 実 施 例 に お け る 炭 粉 ３ ８ の 敷 設 と 、 上 述 し た 第 ３ 実 施 例 に お け る 切 り 取
り 線 ２ ２ と を 併 用 す る 場 合 に は 、 例 え ば 図 ５ に 示 す 如 く 、 切 り 取 り 線 ２ ２ の 外 側 及 び 内 側
に お け る 部 位 に 炭 粉 ３ ８ を 敷 設 す る 特 別 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 す な わ ち 、 前 記 ク ラ ス ト ３ ２ の パ ル プ 綿 積 層 体 ３ ６ 内 の 炭 粉 ３ ８ を 切 り 取 り 線 ２ ２ の 外
側 及 び 内 側 に お け る 部 位 に 敷 設 す る こ と に よ り 、 吸 収 後 に 拡 散 さ れ た 血 液 が 切 り 取 り 線 ２
２ 部 位 に 到 達 し て も 、 敷 設 し た 炭 粉 ３ ８ に よ っ て 血 液 の 異 臭 等 が 外 部 に 排 出 さ れ る の を 確
実 に 遮 断 す る こ と が で き 、 血 液 の 消 臭 ・ 防 菌 を 果 た し 得 る と と も に 、 体 に 優 し い 止 血 用 具
の 実 現 に も 寄 与 し 得 て 、 し か も 前 記 切 り 取 り 線 ２ ２ に 沿 っ て 切 り 取 る 場 合 で も 、 切 り 取 り
線 ２ ２ 部 位 か ら 血 液 が 漏 れ 出 す の が 防 止 さ れ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ７ は こ の 発 明 の 第 ５ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 第 ５ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 透 水 性 フ ィ ル ム に よ っ て 透 水 性 内 包 材 ４ ２ を 形
成 し た 際 に 、 こ の 透 水 性 内 包 材 ４ ２ を 、 創 傷 ４ ４ 側 か ら の 血 液 の 通 過 を 許 容 す る と と も に
、 外 部 か ら の 水 分 の 通 過 を 遮 断 す る 半 透 膜 構 造 と し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 す な わ ち 、 人 体 に 形 成 さ れ た 創 傷 ４ ４ に 止 血 用 具 ４ ６ を 貼 着 し た 際 に 、 創 傷 ４ ４ 側 か ら
の 血 液 は 、 図 ７ に 実 線 矢 印 で 示 す 如 く 、 半 透 膜 構 造 と し た 透 水 性 内 包 材 ４ ２ を 通 過 し て 止
血 用 具 ４ ６ 内 部 に 至 る が 、 外 部 か ら の 水 分 、 つ ま り 止 血 用 具 ４ ６ に 一 旦 吸 収 さ れ た 後 の 逆
流 す る 血 液 は 、 図 ７ に 破 線 矢 印 で 示 す 如 く 、 半 透 膜 構 造 と し た 透 水 性 内 包 材 ４ ２ に よ っ て
通 過 を 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ す れ ば 、 半 透 膜 構 造 と し た 透 水 性 内 包 材 ４ ２ に よ っ て 、 創 傷 ４ ４ 側 か ら の 血 液 を 止 血
用 具 ４ ６ に よ り 効 率 良 く 吸 収 す る こ と が で き る と と も に 、 外 部 か ら の 水 分 で あ る 止 血 用 具
４ ６ に 一 旦 吸 収 さ れ た 後 の 逆 流 す る 血 液 を 確 実 に 遮 断 す る こ と が で き 、 創 傷 ４ ４ が 逆 流 す
る 血 液 に 晒 さ れ る こ と が な く 、 瘡 の 形 成 を 迅 速 化 す る こ と が で き 、 瘡 に よ っ て 創 傷 ４ ４ を
速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を よ り 一 層 早 急 に 達 成 し 得 る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ８ は こ の 発 明 の 第 ６ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の 第 ６ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー ５ ２ を シ ー ト 状 に
形 成 し た 際 に 、 こ の シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー ５ ２ に 貫 通 部 ５ ４ を 形 成 す る と と も に
、 こ の 貫 通 部 ５ ４ を 複 数 個 の 貫 通 孔 部 ５ ６ に よ っ て 形 成 し 、 か つ 、 貫 通 孔 部 ５ ６ を 同 径 の
円 形 状 孔 部 に よ っ て 形 成 し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 す な わ ち 、 前 記 ポ リ マ ー ５ ２ に 貫 通 部 ５ ４ 、 つ ま り 、 複 数 個 、 か つ 、 同 径 の 円 形 状 の 貫
通 孔 部 ５ ６ を 形 成 す る 際 に は 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 貫 通 孔 部 ５ ６ を 等 間 隔 に 形 成 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 こ の と き 、 等 間 隔 に 貫 通 孔 部 ５ ６ を 形 成 す る 際 に は 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 複 数 列 に 整 列 さ
せ た 状 態 と す る の み で な く 、 千 鳥 状 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 部 分 が 止 血 用 具 の 透 水 性 内 包 材 の 中 央 部 分 に 位 置 す る よ う に 、 止 血 用 具
を 創 傷 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 際 に は 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 透 水 性 内 包 材 及 び 第 １ パ ル プ 綿
積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 に 至 り 、 こ の 第 １ 皮 層 を 透 過 し た 後
に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 第 ２ 皮 層 を 透 過 し た 後 に 前 記 ポ リ マ ー ５
２ に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー ５ ２ に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー ５ ２ が 膨 潤 し て ゲ ル 化 す
る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の と き 、 ポ リ マ ー ５ ２ に 同 径 の 円 形 状 孔 部 か ら な り 、 か つ 、 等 間 隔 に 貫 通 孔 部 ５ ６ を
形 成 し た こ と に よ っ て 、 こ の 貫 通 孔 部 ５ ６ が 貯 留 ス ペ ー ス と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ
リ マ ー ５ ２ に て 吸 収 し き れ な い 余 剰 血 液 が 生 じ た 場 合 に は 、 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ
て 貫 通 孔 部 ５ ６ 内 に 貯 留 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 ポ リ マ ー ５ ２ に 形 成 し た 貫 通 孔 部 ５ ６ が ポ リ マ ー ５ ２ の 血 液 吸 収 時 の
膨 潤 拡 張 ス ペ ー ス や 血 液 吸 収 後 の 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ た 余 剰 血 液 の 貯 留 ス ペ ー ス
と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー ５ ２ を 使 用 し な い 箇 所 の 分 だ け 、 ポ リ マ ー ５ ２ 部 分
の 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ５ ２ に 貫 通 孔 部 ５ ６ を 形 成 し て 血 液 の 吸 収 能 力 を 向 上 さ せ る こ と に
よ り 、 た と え 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー ５ ２ に 吸 収 さ
れ た 血 液 や 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ て 貯 留 さ れ る 余 剰 血 液 が 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透
水 性 内 包 材 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な
く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー ５ ２ に 貫 通 孔 部 ５ ６ を 形 成 し て も 、 血 液 の 吸 収 能 力 の 向 上 に 寄 与 し
得 る こ と に よ り 、 貫 通 孔 部 ５ ６ 部 分 の 材 料 費 の 節 減 に も 寄 与 し 、 コ ス ト を 低 廉 と し 得 て 、
経 済 的 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 更 に ま た 、 前 記 ポ リ マ ー に 貫 通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 を 形 成 す る 代 わ り に 、 ポ リ マ ー の 透
水 性 内 包 材 側 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 の 第 ２ 皮 層 部 位 に 一 時 的 な 吸 水 機 能 を 有 す る 吸 水
紙 を 位 置 さ せ る と と も に 、 こ の 吸 水 紙 に 同 様 な 、 つ ま り 、 複 数 個 、 か つ 、 同 径 の 円 形 状 の
貫 通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 を 形 成 す る 改 良 案 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ す れ ば 、 吸 水 紙 が 透 水 性 内 包 材 側 か ら の 血 液 を 一 時 的 に 吸 収 し つ つ 、 貫 通 部 を 利 用 し
て 迅 速 な 拡 散 を 果 た し 、 吸 水 紙 を 経 た 血 液 を 不 透 水 性 外 包 材 側 に 位 置 す る ポ リ マ ー に て 確
実 に 吸 収 す る こ と が で き 、 吸 水 紙 と ポ リ マ ー と に よ っ て 血 液 の 吸 収 機 能 の 拡 大 を 図 る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ９ は こ の 発 明 の 第 ７ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 述 の 第 ６ 実 施 例 に お い て は 、 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー ５ ２ を シ ー ト 状 に 形 成 し た
際 に 、 こ の シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー ５ ２ に 貫 通 部 ５ ４ を 形 成 し 、 こ の 貫 通 部 ５ ４ を
複 数 個 の 貫 通 孔 部 ５ ６ に よ っ て 形 成 し 、 か つ 、 貫 通 孔 部 ５ ６ を 同 径 の 円 形 状 孔 部 に よ っ て
形 成 し た 点 を 特 徴 と し た が 、 こ の 第 ７ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 シ ー ト 状 に 形 成 し た
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高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー ６ ２ に 貫 通 部 ６ ４ を 形 成 す る 際 に 、 複 数 個 の 異 径 の 第 １ 、 第
２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ を 形 成 し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 す な わ ち 、 前 記 ポ リ マ ー ６ ２ に 貫 通 部 ６ ４ を 形 成 す る 際 に 、 図 ９ に 示 す 如 く 、 大 径 の 第
１ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ と 、 こ の 第 １ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ よ り も 小 径 な 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － ２ と
を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 部 分 が 止 血 用 具 の 透 水 性 内 包 材 の 中 央 部 分 に 位 置 す る よ う に 、 止 血 用 具
を 創 傷 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 際 に は 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 透 水 性 内 包 材 及 び 第 １ パ ル プ 綿
積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 に 至 り 、 こ の 第 １ 皮 層 を 透 過 し た 後
に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ
れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 第 ２ 皮 層 を 透 過 し た 後 に 前 記 ポ リ マ ー ６
２ に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー ６ ２ に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー ６ ２ が 膨 潤 し て ゲ ル 化 す
る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の と き 、 ポ リ マ ー ６ ２ に 異 径 の 円 形 状 孔 部 か ら な る 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６
６ － ２ を 形 成 し た こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ が 貯 留
ス ペ ー ス と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー ６ ２ に て 吸 収 し き れ な い 余 剰 血 液 が 生 じ た
場 合 に は 、 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ て 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ 内 に 貯
留 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 ポ リ マ ー ６ ２ に 形 成 し た 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ が ポ
リ マ ー ６ ２ の 血 液 吸 収 時 の 膨 潤 拡 張 ス ペ ー ス や 血 液 吸 収 後 の 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ
た 余 剰 血 液 の 貯 留 ス ペ ー ス と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー ６ ２ を 使 用 し な い 分 だ け
、 上 述 の 第 ６ 実 施 例 の も の と 同 様 に 、 ポ リ マ ー ６ ２ 部 分 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ６ ２ に 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ を 形 成 し て 血 液 の 吸
収 能 力 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 上 述 の 第 ６ 実 施 例 の も の と 同 様 に 、 た と え 外 部 に 位 置 す
る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー ６ ２ に 吸 収 さ れ た 血 液 や 粘 性 の 低 い ゲ ル
化 状 態 と な っ て 貯 留 さ れ る 余 剰 血 液 が 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 側 に 、 つ ま り 逆
流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や
か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー ６ ２ に 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ を 形 成 し て も 、 血 液
の 吸 収 能 力 の 向 上 に 寄 与 し 得 る こ と に よ り 、 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ 部 分
の 材 料 費 の 節 減 に も 寄 与 し 、 コ ス ト を 低 廉 と し 得 て 、 経 済 的 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 更 に ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ６ ２ の 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 ６ ６ － １ 、 ６ ６ － ２ の 形 成 位 置 に 応
じ て 、 前 記 創 傷 に 対 す る 止 血 用 具 の 貼 り 付 け 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 ポ リ マ ー ６ ２
の 血 液 の 吸 収 能 力 、 換 言 す れ ば 、 止 血 用 具 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 変 化 さ せ る こ と も 可 能 で あ
り 、 創 傷 に 応 じ た 止 血 用 具 の 使 用 方 策 を 適 宜 選 択 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー に 貫 通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 を 形 成 す る 代 わ り に 、 ポ リ マ ー の 透 水 性
内 包 材 側 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 の 第 ２ 皮 層 部 位 に 一 時 的 な 吸 水 機 能 を 有 す る 吸 水 紙 を
位 置 さ せ る と と も に 、 こ の 吸 水 紙 に 同 様 な 、 つ ま り 、 複 数 個 、 か つ 、 異 径 の 第 １ 、 第 ２ 貫
通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 を 形 成 す る 改 良 案 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
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　 さ す れ ば 、 吸 水 紙 が 透 水 性 内 包 材 側 か ら の 血 液 を 一 時 的 に 吸 収 し つ つ 、 貫 通 部 を 利 用 し
て 迅 速 な 拡 散 を 果 た し 、 吸 水 紙 を 経 た 血 液 を 不 透 水 性 外 包 材 側 に 位 置 す る ポ リ マ ー に て 確
実 に 吸 収 す る こ と が で き 、 吸 水 紙 と ポ リ マ ー と に よ っ て 血 液 の 吸 収 機 能 の 拡 大 を 図 る こ と
が 可 能 で あ る と と も に 、 異 径 の 第 １ 、 第 ２ 貫 通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 に よ っ て 、 拡 散 状 態 を
変 化 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 創 傷 に 応 じ て 止 血 用 具 の 貼 り 付 け 位 置 を 変 化 さ せ て 使 用 す
れ ば 、 止 血 用 具 の 拡 散 能 力 の 向 上 に も 寄 与 し 得 る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 １ ０ は こ の 発 明 の 第 ８ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 上 述 の 第 ６ 及 び 第 ７ 実 施 例 に お い て は 、 貫 通 部 を 円 形 状 の 貫 通 孔 部 に 形 成 し た 点 を 特 徴
と し た が 、 こ の 第 ８ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 ポ リ マ ー ７ ２ に 円 形 状 以 外 の 楕 円 形 孔
部 あ る い は 多 角 形 孔 部 か ら な る 貫 通 部 ７ ４ を 形 成 し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 す な わ ち 、 円 形 状 以 外 の 多 角 形 孔 部 か ら な る 貫 通 部 ７ ４ と し て は 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す
如 く 、 三 角 形 状 か ら な る 三 角 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ に 形 成 し た り 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す 如 く 、
四 角 形 状 か ら な る 四 角 貫 通 孔 部 ７ ６ － ２ に 形 成 し た り 、 図 １ ０ （ ｃ ） に 示 す 如 く 、 五 角 形
状 か ら な る 五 角 貫 通 孔 部 ７ ６ － ３ に 形 成 し た り 、 図 １ ０ （ ｄ ） に 示 す 如 く 、 星 形 形 状 か ら
な る 星 形 貫 通 孔 部 ７ ６ － ４ に 形 成 し た り 、 上 述 以 外 の 多 角 貫 通 孔 部 あ る い は 楕 円 形 孔 部 に
形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 部 分 が 止 血 用 具 の 透 水 性 内 包 材 の 中 央 部 分 に 位 置 す る よ う に 、 止 血 用 具
を 創 傷 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 際 に は 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 透 水 性 内 包 材 及 び 第 １ パ ル プ 綿
積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 に 至 り 、 こ の 第 １ 皮 層 を 透 過 し た 後
に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ
れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 第 ２ 皮 層 を 透 過 し た 後 に 前 記 ポ リ マ ー ７
２ に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー ７ ２ に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー ７ ２ が 膨 潤 し て ゲ ル 化 す
る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の と き 、 ポ リ マ ー ７ ２ に 異 径 の 円 形 状 孔 部 か ら な る 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ －
４ を 形 成 し た こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ が 貯 留 ス ペ ー ス
と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー ７ ２ に て 吸 収 し き れ な い 余 剰 血 液 が 生 じ た 場 合 に は
、 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ て 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ 内 に 貯 留 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 ポ リ マ ー ７ ２ に 形 成 し た 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ が ポ リ マ
ー ７ ２ の 血 液 吸 収 時 の 膨 潤 拡 張 ス ペ ー ス や 血 液 吸 収 後 の 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ た 余
剰 血 液 の 貯 留 ス ペ ー ス と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー ７ ２ を 使 用 し な い 分 だ け 、 上
述 の 第 ６ 及 び 第 ７ 実 施 例 の も の と 同 様 に 、 ポ リ マ ー ７ ２ 部 分 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ７ ２ に 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ を 形 成 し て 血 液 の 吸 収 能
力 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 上 述 の 第 ６ 及 び 第 ７ 実 施 例 の も の と 同 様 に 、 た と え 外 部 に 位
置 す る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー ７ ２ に 吸 収 さ れ た 血 液 や 粘 性 の 低 い
ゲ ル 化 状 態 と な っ て 貯 留 さ れ る 余 剰 血 液 が 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 側 に 、 つ ま
り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を
速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー ７ ２ に 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ を 形 成 し て も 、 血 液 の 吸
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収 能 力 の 向 上 に 寄 与 し 得 る こ と に よ り 、 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ 部 分 の 材 料 費
の 節 減 に も 寄 与 し 、 コ ス ト を 低 廉 と し 得 て 、 経 済 的 に 有 利 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 更 に ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ７ ２ の 種 々 の 貫 通 孔 部 ７ ６ － １ ～ ７ ６ － ４ の 形 状 に 応 じ て 、 前
記 創 傷 に 対 す る 止 血 用 具 の 外 観 形 状 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 ポ リ マ ー ７ ２ の 血 液
の 吸 収 能 力 、 換 言 す れ ば 、 止 血 用 具 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 維 持 し つ つ 、 創 傷 に 応 じ て 適 正 形
状 の 止 血 用 具 を 適 宜 選 択 で き る も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー に 貫 通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 を 形 成 す る 代 わ り に 、 ポ リ マ ー の 透 水 性
内 包 材 側 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 の 第 ２ 皮 層 部 位 に 一 時 的 な 吸 水 機 能 を 有 す る 吸 水 紙 を
位 置 さ せ る と と も に 、 こ の 吸 水 紙 に 同 様 な 、 つ ま り 、 円 形 状 以 外 の 多 角 形 孔 部 か ら な る 貫
通 部 ７ ４ を 形 成 す る 改 良 案 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 さ す れ ば 、 吸 水 紙 が 透 水 性 内 包 材 側 か ら の 血 液 を 一 時 的 に 吸 収 し つ つ 、 貫 通 部 を 利 用 し
て 迅 速 な 拡 散 を 果 た し 、 吸 水 紙 を 経 た 血 液 を 不 透 水 性 外 包 材 側 に 位 置 す る ポ リ マ ー に て 確
実 に 吸 収 す る こ と が で き 、 吸 水 紙 と ポ リ マ ー と に よ っ て 血 液 の 吸 収 機 能 の 拡 大 を 図 る こ と
が 可 能 で あ る と と も に 、 円 形 状 以 外 の 多 角 形 孔 部 か ら な る 貫 通 部 ７ ４ に よ っ て 、 変 形 止 血
用 具 と し た 際 の 拡 散 状 態 を 均 一 化 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 創 傷 に 応 じ て 種 々 形 状 に 形 成
し た 止 血 用 具 を 適 宜 選 択 し て 使 用 す れ ば 、 止 血 用 具 の 良 好 な 拡 散 能 力 の 維 持 に も 寄 与 し 得
る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は こ の 発 明 の 第 ９ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の 第 ９ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 ポ リ マ ー ８ ２ に 貫 通 部 ８ ４ を 形 成 す る 際 に 、 貫
通 部 ８ ４ を シ ー ト 状 部 材 の ポ リ マ ー ８ ２ の 外 周 部 位 か ら 離 間 す る 中 心 部 位 に 集 中 さ せ て 設
け た 点 に あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 例 え ば 、 長 方 形 状 の ポ リ マ ー ８ ２ に 複 数 個 、 か つ 同 径 、 円 形 状 の 貫 通 孔 部 ８
６ か ら な る 貫 通 部 ８ ４ を 形 成 す る 際 に は 、 図 １ １ （ 破 線 部 分 の 外 側 参 照 ） に 示 す 如 く 、 ポ
リ マ ー ８ ２ の 外 周 部 位 に 貫 通 部 ８ ４ の 形 成 し な い 領 域 ８ ８ を 設 け 、 こ の 領 域 ８ ８ 内 側 に 前
記 貫 通 部 ８ ４ 、 つ ま り 、 貫 通 孔 部 ８ ６ を 集 中 的 に 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 部 分 が 止 血 用 具 の 透 水 性 内 包 材 の 中 央 部 分 に 位 置 す る よ う に 、 止 血 用 具
を 創 傷 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 際 に は 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 透 水 性 内 包 材 及 び 第 １ パ ル プ 綿
積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 に 至 り 、 こ の 第 １ 皮 層 を 透 過 し た 後
に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ
れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 第 ２ 皮 層 を 透 過 し た 後 に 前 記 ポ リ マ ー ８
２ に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー ８ ２ に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー ８ ２ が 膨 潤 し て ゲ ル 化 す
る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の と き 、 ポ リ マ ー ８ ２ の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 前 記 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な る 前 記 貫 通 部 ８
４ を 形 成 し た こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 形 成 し た 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な る
貫 通 部 ８ ４ が 貯 留 ス ペ ー ス と し て 機 能 す る こ と と な り 、 図 １ ２ に 示 す 如 く 、 ポ リ マ ー ８ ２
に て 吸 収 し き れ な い 余 剰 血 液 が 生 じ た 場 合 に は 、 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ て 中 心 部 位
に 集 中 的 に 形 成 し た 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な る 貫 通 部 ８ ４ 内 に 貯 留 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 ポ リ マ ー ８ ２ の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 形 成 し た 前 記 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な
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る 貫 通 部 ８ ４ が ポ リ マ ー ８ ２ の 血 液 吸 収 時 の 膨 潤 拡 張 ス ペ ー ス や 血 液 吸 収 後 の 粘 性 の 低 い
ゲ ル 化 状 態 と な っ た 余 剰 血 液 の 貯 留 ス ペ ー ス と し て 機 能 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー ８ ２ を
使 用 し な い 分 だ け 、 上 述 の 第 ６ ～ 第 ８ 実 施 例 の も の と 同 様 に 、 ポ リ マ ー ８ ２ 部 分 の 血 液 の
吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ８ ２ の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な る 貫 通 部 ８ ４ を 形 成
し て 血 液 の 吸 収 能 力 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 上 述 の 第 ６ ～ 第 ８ 実 施 例 の も の と 同 様 に 、
た と え 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー ８ ２ に 吸 収 さ れ た 血
液 や 粘 性 の 低 い ゲ ル 化 状 態 と な っ て 貯 留 さ れ る 余 剰 血 液 が 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内
包 材 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な く 、 瘡
に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー ８ ２ の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な る 貫 通 部 ８ ４ を 形 成
し て も 、 血 液 の 吸 収 能 力 の 向 上 に 寄 与 し 得 る こ と に よ り 、 中 心 部 位 に 集 中 的 に 形 成 し た 貫
通 孔 部 ８ ６ か ら な る 貫 通 部 ８ ４ 部 分 の 材 料 費 の 節 減 に も 寄 与 し 、 コ ス ト を 低 廉 と し 得 て 、
経 済 的 に 有 利 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 更 に ま た 、 前 記 ポ リ マ ー ８ ２ の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 形 成 し た 貫 通 孔 部 ８ ６ か ら な る 貫 通
部 ８ ４ に よ っ て 、 止 血 用 具 の 外 周 部 位 に お け る ポ リ マ ー ８ ２ の 血 液 の 吸 収 能 力 が 中 心 部 位
よ り も 高 い 状 態 と な っ て お り 、 ポ リ マ ー ８ ２ の 外 周 部 位 の み を 厚 く し た 構 造 と 同 様 な 血 液
の 吸 収 能 力 を 発 揮 し 得 る と と も に 、 止 血 用 具 の 外 周 部 位 を 固 着 し な く と も 使 用 に 耐 え 得 て
、 例 え ば 、 小 さ く 形 成 し た 上 記 形 状 の 止 血 用 具 を 複 数 接 続 し た 大 判 の 止 血 用 具 と し た 場 合
に は 、 創 傷 の 大 き さ に 応 じ て 止 血 用 具 の 大 き さ を 切 り 分 け て 使 用 す る こ と が 可 能 と な り 、
ポ リ マ ー ８ ２ の 血 液 の 吸 収 能 力 、 換 言 す れ ば 、 止 血 用 具 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 維 持 し つ つ 、
創 傷 に 応 じ た 適 正 な 大 き さ の 止 血 用 具 を 適 宜 選 択 で き る も の で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー に 貫 通 孔 部 か ら な る 貫 通 部 を 形 成 す る 代 わ り に 、 ポ リ マ ー の 透 水 性
内 包 材 側 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 の 第 ２ 皮 層 部 位 に 一 時 的 な 吸 水 機 能 を 有 す る 吸 水 紙 を
位 置 さ せ る と と も に 、 こ の 吸 水 紙 に 同 様 な 、 つ ま り 、 吸 水 紙 の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 貫 通 部
を 形 成 す る 改 良 案 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 さ す れ ば 、 吸 水 紙 が 透 水 性 内 包 材 側 か ら の 血 液 を 一 時 的 に 吸 収 し つ つ 、 貫 通 部 を 利 用 し
て 迅 速 な 拡 散 を 果 た し 、 吸 水 紙 を 経 た 血 液 を 不 透 水 性 外 包 材 側 に 位 置 す る ポ リ マ ー に て 確
実 に 吸 収 す る こ と が で き 、 吸 水 紙 と ポ リ マ ー と に よ っ て 血 液 の 吸 収 機 能 の 拡 大 を 図 る こ と
が 可 能 で あ る と と も に 、 吸 水 紙 の 中 心 部 位 に 集 中 的 に 形 成 し た 貫 通 部 に よ っ て 、 吸 水 紙 の
中 心 部 位 の 拡 散 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 １ ０ 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 １ ３ ～ 図 １ ６ は こ の 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の 第 １ ０ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 加 工 の 容 易 な ポ リ マ ー 紙 ９ ２ を シ ー ト 状 に 形
成 し た 際 に 、 こ の ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 表 面 、 つ ま り 、 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 形 成 さ れ 、 か つ
、 血 液 を 吸 収 し た 際 に 拡 張 可 能 な 貫 通 切 り 込 み 部 ９ ４ を 形 成 し た 点 に あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 前 記 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ に 貫 通 切 り 込 み 部 ９ ４ を 形 成 す る 際 に は 、 図 １ ３ 及 び 図
１ ４ に 示 す 如 く 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 表 面 、 つ ま り 、 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 、 例 え ば 十 字 状
に 貫 通 切 り 込 み 部 ９ ４ を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 さ す れ ば 、 創 傷 部 分 が 止 血 用 具 の 透 水 性 内 包 材 の 中 央 部 分 に 位 置 す る よ う に 、 止 血 用 具
を 創 傷 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 際 に は 、 創 傷 か ら の 出 血 は 、 透 水 性 内 包 材 及 び 第 １ パ ル プ 綿
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積 層 体 を 透 過 し て ク ラ ス ト の 内 側 に 位 置 す る 第 １ 皮 層 に 至 り 、 こ の 第 １ 皮 層 を 透 過 し た 後
に 、 パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 透 過 す る 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 拡 散 方 向 に 拡 散 さ
れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 に よ り 拡 散 さ れ た 血 液 は 、 第 ２ 皮 層 を 透 過 し た 後 に 前 記 ポ リ マ ー 紙
９ ２ に 至 る こ と と な り 、 こ の ポ リ マ ー 紙 ９ ２ に て 吸 収 さ れ 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ が 膨 潤 し て ゲ
ル 化 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の と き 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 表 面 、 つ ま り 、 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 、 例 え ば 十 字 状 に 形
成 し た 貫 通 切 り 込 み 部 ９ ４ は 、 血 液 を 吸 収 し て 膨 潤 し 、 ゲ ル 化 し た 際 に 、 図 １ ５ 及 び 図 １
６ に 示 す 如 く 、 貫 通 切 り 込 み 部 ９ ４ を 拡 張 さ せ る よ う に 膨 張 し 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ に て 血 液
が 吸 収 ・ 貯 留 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 表 面 、 つ ま り 、 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 、 例 え ば 十 字
状 に 形 成 し た 貫 通 切 り 込 み 部 ９ ４ が 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 血 液 吸 収 時 に 拡 張 し て 貯 留 ス ペ ー
ス の 拡 大 に 寄 与 す る こ と と な り 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ 部 分 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 表 面 、 つ ま り 、 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 、 例 え ば 十 字 状 に 貫
通 切 り 込 み 部 ９ ４ を 形 成 し て 血 液 の 吸 収 能 力 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 た と え 外 部 に 位 置
す る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ に 吸 収 さ れ た 血 液 が 前 記 創 傷 側
に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の 形 成 に 悪 影 響 を 与
え る こ と が な く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利
で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 更 に 、 前 記 ポ リ マ ー 紙 ９ ２ の 表 面 、 つ ま り 、 前 記 透 水 性 内 包 材 側 に 、 例 え ば 十 字 状 に 貫
通 切 り 込 み 部 ９ ４ を 形 成 す る と い う 簡 略 な 作 業 工 程 の み で 対 処 し 得 る こ と に よ り 、 コ ス ト
を 低 廉 と し 得 て 、 経 済 的 に 有 利 で あ る 。
【 実 施 例 １ １ 】
【 ０ １ ２ ５ 】
　 次 に 、 第 １ １ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 こ の 第 １ １ 実 施 例 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 上 述 の 第 １ 実 施 例 に お け る 積 層 構 造 を 有 す る
止 血 用 具 に お い て 、 パ ル プ 綿 積 層 体 の 代 わ り に 、 合 成 繊 維 積 層 体 を 使 用 す る 構 成 と し た 点
に あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 創 傷 か ら の 出 血 を 吸 収 し 止 血 す る 止 血 用 具 に お い て 、 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る
透 水 性 内 包 材 と 、 前 記 創 傷 側 か ら 離 間 す る 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 と を 有 し 、 こ れ
ら の 透 水 性 内 包 材 と 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に 合 成 繊 維 積 層 体 を 設 け 、 こ の 合 成 繊 維 積 層 体
と 前 記 不 透 水 性 外 包 材 と の 間 に は 、 前 記 透 水 性 内 包 材 及 び 合 成 繊 維 積 層 体 を 通 過 し た 血 液
を 拡 散 さ せ る ク ラ ス ト と 、 こ の ク ラ ス ト に よ っ て 拡 散 さ せ た 血 液 を 吸 収 す る ポ リ マ ー と を
積 層 し て 設 け る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 そ し て こ の と き 、 前 記 合 成 繊 維 積 層 体 と し て は 、 合 成 繊 維 の 編 み 込 み 状 態 、 つ ま り 、 編
み 目 の 寸 法 状 態 を 調 整 し 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぐ た め の 血 液 中 の 血 塊 や 赤 血 球 分
の 流 れ を 阻 止 し 、 そ れ 以 外 の 成 分 の 流 れ を 許 容 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 さ す れ ば 、 高 分 子 吸 収 材 で あ る ポ リ マ ー に よ っ て 、 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ
る こ と が で き る と と も に 、 前 記 止 血 用 具 に 前 記 合 成 繊 維 積 層 体 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、
瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぐ た め の 血 液 中 の 血 塊 や 赤 血 球 分 の 流 れ を 阻 止 し 、 そ れ 以 外
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の 成 分 （ 血 清 等 ） の 流 れ を 許 容 す る こ と が 可 能 と な り 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、
止 血 を 早 急 に 達 成 し 得 て 、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 パ ル プ 綿 積 層 体 の 代 わ り に 、 合 成 繊 維 積 層 体 を 使 用 す る こ と に よ り 、 合 成 繊 維 積
層 体 の 表 面 の 滑 ら か さ に よ っ て 、 血 塊 近 傍 に 血 清 が 滞 留 す る と い う 不 都 合 を 回 避 し 得 る と
と も に 、 万 一 、 血 塊 近 傍 で 血 清 が 滞 留 し て い る 状 態 に お い て 、 止 血 用 具 に 外 圧 が 加 わ っ た
と し て も 、 パ ル プ 綿 積 層 体 よ り も 高 い 弾 性 能 力 を 有 す る 合 成 繊 維 積 層 体 に よ っ て 、 合 成 繊
維 積 層 体 の 編 み 目 の 寸 法 状 態 が 自 在 に 拡 縮 し 、 拡 大 状 態 に あ る 合 成 繊 維 積 層 体 部 位 か ら 滞
留 す る 血 清 を ポ リ マ ー 側 に 流 す こ と が で き 、 滞 留 し て い た 血 清 が 血 塊 側 に 、 つ ま り 逆 流 す
る と い う 不 都 合 を も 回 避 し 得 る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 上 述 第 １ ～ 第 １ １ 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 応 用 改 変
が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 例 え ば 、 前 記 止 血 用 具 を 、 創 傷 側 か ら 、 透 水 性 内 包 材 と 、 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 と 、 ク ラ
ス ト と 、 ポ リ マ ー と 、 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体 と 、 不 透 水 性 外 包 材 と を 順 次 積 層 し 、 前 記 透 水
性 内 包 材 と 前 記 不 透 水 性 外 包 材 と の 外 周 部 位 を シ ー ト ヒ ー ル 等 の 接 着 方 策 に よ っ て 接 着 し
て 形 成 す る 際 に 、 ク ラ ス ト の 創 傷 側 に 止 血 剤 を 配 置 す る 特 別 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 す な わ ち 、 創 傷 の 止 血 処 置 の 際 に 、 前 記 止 血 用 具 の み に よ る 効 果 に 止 血 剤 に よ る 効 果 を
付 加 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 さ す れ ば 、 止 血 用 具 及 び 止 血 剤 に よ っ て 、 瘡 の 形 成 を 迅 速 化 す る こ と が で き 、 瘡 に よ っ
て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を よ り 一 層 早 急 に 達 成 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 第 １ ～ 第 ５ 実 施 例 に お い て は 、 ク ラ ス ト を 一 組 使 用 す る 構 成 と し て 説
明 し た が 、 二 組 以 上 の ク ラ ス ト を 使 用 す る 特 別 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 ク ラ ス ト を ２ 層 以 上 に 積 層 し て 止 血 用 具 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 さ す れ ば 、 前 記 止 血 用 具 の 中 間 層 部 位 に 配 設 し た ２ 層 以 上 の ク ラ ス ト に よ っ て 、 透 過 す
る 血 液 を よ り 一 層 積 極 的 に 拡 散 さ せ る こ と が で き 、 止 血 用 具 の よ り 広 い 領 域 を 使 用 し て 吸
収 能 力 を 十 分 に 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 そ し て 、 第 １ 、 第 ２ 皮 層 間 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積 層 体 内 の 少 な く と も 一 部 に 炭 粉 を 敷 設
し た 前 記 ク ラ ス ト を ２ 層 以 上 に 積 層 し た 場 合 に は 、 血 液 の 消 臭 ・ 防 菌 を よ り 一 層 効 率 良 く
果 た す こ と が で き る と と も に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 の 期 待 を 大 と す る こ と も で き 、 体 に 優
し い 止 血 用 具 の 実 現 に 寄 与 し 得 る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 更 に 、 前 記 止 血 用 具 を 形 成 す る 際 に 、 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体 に お い て 、 こ の 第 １ パ ル プ 綿
積 層 体 の 代 わ り に 、 瘡 の 形 成 に 寄 与 す る 代 用 部 材 を 使 用 す る 特 別 構 成 と す る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 す な わ ち 、 瘡 の 形 成 に は 、 血 液 を 凝 固 す る 成 分 と 不 凝 固 成 分 と に 分 離 さ せ た 際 に 、 創 傷
に 血 餅 を 置 い て き て 、 血 清 （ 「 凝 固 さ せ な い 水 分 」 と も 換 言 で き る 。 ） を い ち 早 く ク ラ ス
ト 側 に 送 り 、 こ の ク ラ フ ト に よ っ て 吸 収 拡 散 さ せ 、 創 傷 部 分 を い ち 早 く 血 餅 の で き る 状 態
と す る 必 要 が あ り 、 合 成 繊 維 や そ の 他 の 材 料 を 使 用 し て 目 の 詰 ま っ た 状 態 、 つ ま り 、 細 か
な 編 み 目 状 態 に 前 記 代 用 部 材 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
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　 さ す れ ば 、 細 か な 編 み 目 状 態 と し た 代 用 部 材 は 、 血 清 の 通 過 の み を 許 容 し 、 か つ 、 血 餅
の 通 過 を 阻 止 し て 、 創 傷 側 に 血 餅 を 位 置 さ せ 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早
急 に 達 成 し 得 る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 更 に ま た 、 前 記 止 血 用 具 を 形 成 す る 際 に 、 ク ラ フ ト に お い て 、 こ の ク ラ フ ト の 代 わ り に
、 吸 水 機 能 を 有 す る 紙 製 部 材 や 布 製 部 材 、 合 成 繊 維 製 部 材 等 か ら な る 代 用 吸 水 材 を 使 用 す
る 特 別 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 前 記 ク ラ フ ト の 代 わ り に 、 各 種 材 料 か ら な る 代 用 吸 水 材 を 使 用 し 、 こ の 代 用
吸 水 材 の 吸 水 機 能 を 利 用 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 さ す れ ば 、 前 記 代 用 吸 水 材 の 吸 水 機 能 に よ っ て 、 血 液 中 の 血 清 を 速 や か に 吸 水 す る こ と
が で き 、 創 傷 の 閉 塞 に 寄 与 し 得 る と と も に 、 こ の 吸 水 動 作 が 代 用 吸 水 材 に お け る 拡 散 を も
助 長 し 、 血 液 の 吸 水 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ま た 、 前 記 止 血 用 具 に お い て 、 ポ リ マ ー よ り も 不 透 水 性 外 包 材 側 に 位 置 す る パ ル プ 綿 積
層 体 が 存 在 す る 構 造 を 有 す る 場 合 に は 、 こ の パ ル プ 綿 積 層 体 に 貫 通 部 を 形 成 す れ ば 、 血 液
を 吸 収 し て 膨 潤 し 、 ゲ ル 化 し た ポ リ マ ー の 膨 張 ス ペ ー ス と し て 前 記 貫 通 部 を 機 能 さ せ る こ
と が 可 能 と な り 、 ポ リ マ ー 部 分 の 血 液 の 吸 収 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る と と
も に 、 た と え 外 部 に 位 置 す る 不 透 水 性 外 包 材 に 外 圧 が 加 わ っ て も 、 ポ リ マ ー に 吸 収 さ れ た
血 液 が 前 記 創 傷 側 に 位 置 す る 透 水 性 内 包 材 側 に 、 つ ま り 逆 流 す る お そ れ が 全 く な く 、 瘡 の
形 成 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な く 、 瘡 に よ っ て 創 傷 を 速 や か に 塞 ぎ 、 止 血 を 早 急 に 達 成 し
得 て 、 実 用 上 有 利 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 血 液 拡 散 機 能 及 び 血 液 吸 収 機 能 を 有 す る 止 血 用 具 の
概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ク ラ ス ト の 概 略 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 止 血 用 具 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す ク ラ ス ト の 概 略 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ク ラ ス ト の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 及 び 第 ４ 実 施 例 を 併 用 し た 他 の 実 施 例 を 示 す 止 血 用 具 の 概 略 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ５ 実 施 例 を 示 す 人 体 に 形 成 さ れ た 創 傷 ４ ４ に 止 血 用 具 ４ ６ を 貼 着 し
た 状 態 の 概 略 拡 大 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ６ 実 施 例 を 示 す シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 平 面 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ７ 実 施 例 を 示 す シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 平 面 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ８ 実 施 例 を 示 す シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 平 面 図 で あ
り 、 （ ａ ） は 貫 通 孔 部 を 三 角 形 状 と し た 際 の 概 略 平 面 図 、 （ ｂ ） は 貫 通 孔 部 を 四 角 形 状 と
し た 際 の 概 略 平 面 図 、 （ ｃ ） は 貫 通 孔 部 を 五 角 形 状 と し た 際 の 概 略 平 面 図 、 （ ｄ ） は 貫 通
孔 部 を 星 形 状 と し た 際 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ９ 実 施 例 を 示 す シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 平 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ２ 】 シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ ０ 実 施 例 を 示 す 血 液 吸 収 前 の シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の
概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 血 液 吸 収 前 の シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 血 液 吸 収 後 の シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 平 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ６ 】 血 液 吸 収 後 の シ ー ト 状 部 材 か ら な る ポ リ マ ー の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ７ 】
　 　 ２ 　 止 血 用 具
　 　 ４ 　 透 水 性 内 包 材
　 　 ６ 　 不 透 水 性 外 包 材
　 　 ８ 　 第 １ パ ル プ 綿 積 層 体
　 １ ０ 　 第 ２ パ ル プ 綿 積 層 体
　 １ ２ 　 ク ラ ス ト
　 １ ４ 　 ポ リ マ ー
　 １ ６ 　 第 １ 皮 層
　 １ ８ 　 第 ２ 皮 層
　 ２ ０ 　 パ ル プ 綿 積 層 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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